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【補正の内容】
【００４７】
　本発明は、その実施形態を参照して、詳細に示され記述されるが、添付の特許請求の範
囲に包含される発明の範囲から逸脱することなく、形状および細部に様々な変更を加えて
もよいことが当業者には理解される。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
　［態様１］
　第一段前面バッフルを備えるクライオポンプであって、
　前記前面バッフルは、前記クライオポンプの開口を実質的に覆うように配置され、複数
のオリフィスを有し、各オリフィスは、そのオリフィスの縁で曲げられて前記前面バッフ
ルに取り付けられているフラップを有し、各フラップは、前記前面バッフルを通る経路に
配置されているクライオポンプ。
　［態様２］
　前記複数のオリフィスの各々は、形が長方形である態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様３］
　前記複数のオリフィスの各々は、形が円形である態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様４］
　前記フラップのサイズおよび形が、実質的に前記オリフィスと同じである態様１に記載
のクライオポンプ。
　［態様５］
　前記フラップが、前記前面バッフルに対して１０°と６０°の間の角度で曲げられてい
る態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様６］
　前記フラップが、前記前面バッフルに対して２５°と３５°の間の角度で曲げられてい
る態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様７］
　前記フラップが、前記前面バッフルに対して３５°と４５°の間の角度で曲げられてい
る態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様８］
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　前記フラップが取り付けられている各オリフィスの縁が、前記前面バッフルの中心に最
も近い縁である態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様９］
　さらに第二段アレイを備え、その第二段アレイは、
　冷凍器の第二段に熱的に結合され、少なくとも一つの冷却面の少なくとも一部が吸着剤
で覆われている複数の冷却バッフルと、
　前記冷凍器の第二段に熱的に結合され、前記前面バッフルと前記複数の冷却バッフルと
の間に配置されて、前記前面バッフルから見て前記複数の冷却バッフルを超えて延びてい
る上板とを有する態様１に記載のクライオポンプ。
　［態様１０］
　前記上板が、前記複数の冷却バッフルを超えて延びて、前記クライオポンプの放射シー
ルドの断面の５０％から９８％を覆っている態様９に記載のクライオポンプ。
　［態様１１］
　第二段を備えるクライオポンプであって、前記第二段は、
　冷凍器の第二段に熱的に結合され、少なくとも一つの冷却面の少なくとも一部が吸着剤
で覆われている複数の冷却バッフルと、
　前記冷凍器の第二段に熱的に結合され、第一段アレイと前記複数の冷却バッフルとの間
に配置されて、前面バッフルから見て前記複数の冷却バッフルを超えて延びている上板と
を有するクライオポンプ。
　［態様１２］
　前記上板が、前記複数の冷却バッフルを超えて延びて、前記クライオポンプの放射シー
ルドの断面の５０％から９８％を覆っている態様１１に記載のクライオポンプ。
　［態様１３］
　前記複数の冷却バッフルが、冷却バッフルのアレイとして配置されている態様１１に記
載のクライオポンプ。
　［態様１４］
　前記第二段を放射からシールドする放射シールドの開口を横切って配置される第一段前
面シールドをさらに備え、その前面シールドが角度の付いたバッフルを有する態様１１に
記載のクライオポンプ。
　［態様１５］
　前記バッフルが、前面バッフルから曲げられ、そこに取り付けられているフラップを有
する態様１４に記載のクライオポンプ。
　［態様１６］
　前記バッフルが、前記放射シールドに支持される環を有する態様１４に記載のクライオ
ポンプ。
　［態様１７］
　前記環が、前記シールドの前面から放射状に外を向くように角度が付けられている態様
１６に記載のクライオポンプ。
　［態様１８］
　前記環が、前記前面シールドの前面から約１０°～６０°の範囲の角度が付けられてい
る態様１７に記載のクライオポンプ。
　［態様１９］
　前記環が、前記前面シールドの前面から約２５°～３５°の範囲の角度が付けられてい
る態様１７に記載のクライオポンプ。
　［態様２０］
　前記環が、前記前面シールドの前面から約３５°～４５°の範囲の角度が付けられてい
る態様１７に記載のクライオポンプ。
　［態様２１］
　クライオポンプ用の前面バッフルであって、
　前記クライオポンプの開口を実質的に覆うように設置される金属板と、
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　その金属板上に分布する複数のオリフィスであって、各オリフィスが、そのオリフィス
の縁で曲げられて前記前面バッフルに取り付けられているフラップを有し、各フラップが
、前記前面バッフルを通る経路に配置されている複数のオリフィスとを備える前面バッフ
ル。
　［態様２２］
　前記金属板が、その金属板の中心近くから外側の縁までの、前記複数のオリフィスがま
ったく分布していない少なくとも一つの経路を有する態様２１に記載の前面バッフル。
　［態様２３］
　前記複数のオリフィスの各々は、形が長方形である態様２１に記載の前面バッフル。
　［態様２４］
　前記複数のオリフィスの各々は、形が円形である態様２１に記載の前面バッフル。
　［態様２５］
　前記フラップのサイズおよび形が、実質的に前記オリフィスと同じである態様２１に記
載の前面バッフル。
　［態様２６］
　前記フラップが、前記金属板に対して１０°と６０°の間の角度で曲げられている態様
２１に記載の前面バッフル。
　［態様２７］
　前記フラップが、前記金属板に対して２５°と３５°の間の角度で曲げられている態様
２１に記載の前面バッフル。
　［態様２８］
　前記フラップが、前記金属板に対して３５°と４５°の間の角度で曲げられている態様
２１に記載の前面バッフル。
　［態様２９］
　前記フラップが取り付けられている各オリフィスの縁が、前記前面バッフルの中心に最
も近い縁である態様２１に記載の前面バッフル。
　［態様３０］
　クライオポンプ用の前面バッフルを作る方法であって、
　金属板を準備し、
　前記金属板に複数のオリフィスを作り、各オリフィスにおいて、前記金属板の金属の少
なくとも一部が、前記オリフィスの縁で円形の前記金属板に取り付けられたままになるよ
うにし、
　前記金属の一部を、前記金属板の表面に対してある角度をなすように前記縁で曲げる方
法。
　［態様３１］
　前記金属板に少なくとも一つのオリフィスを作るのに、円形のオリフィスを作る態様３
０に記載の方法。
　［態様３２］
　前記金属板に少なくとも一つのオリフィスを作るのに、長方形のオリフィスを作る態様
３０に記載の方法。
　［態様３３］
　前記金属の一部が、前記オリフィスの、前記金属板の中心に最も近い縁に取り付けられ
ている態様３０に記載の方法。
　［態様３４］
　前記複数のオリフィスを作るのに、前記金属板の中心から縁までの少なくとも一つの経
路がオリフィスを有さないように、前記金属板上に前記複数のオリフィスを配置する態様
３０に記載の方法。
　［態様３５］
　前記複数のオリフィスを作るのに、レーザー切断、水噴射切断、機械的切断、エッチン
グおよび打抜きの少なくとも一つを行う態様３０に記載の方法。
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　［態様３６］
　クライオポンプ用の第二段アレイであって、
　冷凍器の第二段に結合されるように配置され、少なくとも一つの冷却面の少なくとも一
部が吸着剤で覆われている複数の冷却バッフルと、
　前記冷凍器の第二段に熱的に結合され、前面バッフルと前記複数の冷却バッフルとの間
に配置されて、前記前面バッフルから見て前記複数の冷却バッフルを超えて延びている上
板とを備える第二段アレイ。
　［態様３７］
　前記上板が、前記冷却バッフルを超えて延びて、前記クライオポンプの放射シールドの
断面の５０％から９８％を覆っている態様３６に記載のクライオポンプ用の第二段。
　［態様３８］
　前記複数の冷却バッフルが、冷却バッフルのアレイとして配置されている態様３６に記
載のクライオポンプ用の第二段。
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